
第 265号 お の ぶ ち 令和 4年 3月 

 やりさえすれば かならずできる  

よみがえる孝女碑 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今からおよそ２５０年前、孝行な娘がおりました。 

 明和４年（１７６７年）三ケ郷城内に生まれた西牟田トラケサは、１６歳で水引に嫁

に行きますが、ほどなく実母が他界。重い病を患う父の看病をするために、夫からひま

をもらい城内に戻り、心のこもった世話をしたといいます。 

若い年ながら、友人と遊びにでかけることもなく、たまに用事で外出した時は、父が

喜ぶ品物を土産に買い自分の喜びとしたり、長い闘病で時には短気も出る父に対して嫌 

な顔一つせず、精いっ 

ぱい笑顔で動き回って 

いたそうです。 

 この孝行を讃えて鶴 

ケ岡国見城跡に建立さ 

れ倒壊していた石碑が 

東郷歴史研究会と地区 

ボランティアの手によ 

り再興されました。 

 碑の近くに説明板も 

設置し、当時の様子を 

うかがい知ることもで 

きます。 

発行元 

斧渕地区コミュニティ協議会 

℡４２‐０８６４ 

 

感染拡大防止へのご協力をお願いします。 
鹿児島県の「まん延防止等重点措置」は解除されま

したが、県独自の爆発的感染拡大警報は継続中です。 

引き続き、感染対策に努めてください。 

薩
摩
川
内
市
普
通
公
園
（
東
郷
地
域
）
委
託
管
理
報
告 

 

舟
倉
公
園
及
び
五
社
上
内
公
園
に
設
置
さ
れ
た
遊
具
の
洗
浄
を
行
い
、
小
さ
い

子
ど
も
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
、
日
々
の
安
全
確
認
や
草
刈
り
・
剪
定
に
加
え
、
フ
ェ
ン
ス
の
修
繕

に
つ
い
て
も
着
手
し
ま
し
た
。 

現
在
破
損
し
て
い
る
フ
ェ
ン 

ス
に
つ
い
て
は
、
順
次
修
繕 

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

な
お
、
公
園
維
持
に
ご
協 

力
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

は
じ
め
、
各
自
治
会
の
皆
様 

に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

☆めざそうゼロ密！ 

 

 

 

 

 

☆正しく使おうマスク！ 

 

 

 

 

 

すき間なくフィット 

できれば不織布 

☆こまめに手洗い・消毒 

 

 

 

 

共用物に触った後 

食事の前後 

公共交通機関の利用後 

等 



第 265号 お の ぶ ち 令和 4年 3月 

 やりさえすれば かならずできる  

☆
環
境
美
化
功
労
者
表
彰 

 

川
添 

親
雄 

氏
（
五
社
下
） 

 

自
治
会
役
員
・
地
区
コ
ミ
役
員
を
務
め
、
地
域
の
環
境
美
化
の
先
駆
者
と
し
て
活
動
さ

れ
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
を
し
な
が
ら
通
学
路
等
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
を
欠
か
さ

ず
行
い
、
薩
摩
川
内
市
の
環
境
美
化
推
進
員
と
し
て
環
境
美
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な

ど
、
地
域
や
学
校
関
係
者
か
ら
も
感
謝
さ
れ
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
表
彰
式
は
、
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
席
上
で
行 

わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
止
に
伴
い
表
彰 

式
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
地
区
に
目
を
向
け
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
い 

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
（
参
加
型
）
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

 
薩
摩
川
内
市
に
は
、
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 
こ
れ
は
、
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
地
域
貢
献
や
社
会
参
加
に
よ
っ
て
年

間
最
大
５０
ポ
イ
ン
ト
（
１
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
円
）
を
集
め
て
、
金
券
に
交
換
し
、
協
力
店
で

ご
利
用
い
た
だ
け
る
、
と
っ
て
も
お
得
な
制
度
で
す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

☆
令
和
３
年
度
ポ
イ
ン
ト
転
換
受
付 

カ
ー
ド
に
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
の
記
載
と
押
印
を
済
ま
せ
て
、
市
役
所 

本
庁
２
階
の
高
齢
・
介
護
福
祉
課
、
ま
た
は
各
支
所
で
受
け
付
け
ま
す
。 

お
出
か
け
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

《
団
体
受
付
》 

３
月
７
日
（
月
）
～
３
月
３１
日
（
木
） 

 
 

５
名
以
上
の
カ
ー
ド
を
ま
と
め
て
代
表
者
が
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
４
月
１
日
以
降
代
表

者
様
宅
へ
転
換
利
用
券
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。 

《
個
人
受
付
》 

４
月
１１
日
（
月
）
～
１２
月
２８
日
（
水
） 

《
臨
時
受
付
》 

４
月
１２
日
（
火
）
１０
時
～
１０
時
３０
分 

東
郷
公
民
館 

☆
令
和
４
年
度
カ
ー
ド
の
交
付
開
始 

３
月
７
日
（
月
）
よ
り
、
令
和
４
年
度
元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

「
参
加
型
」
の
カ
ー
ド
は
、
市
役
所
高
齢
・
介
護
福
祉
課
、
各
支
所
、
中
央
公
民
館
、
各
地

区
コ
ミ
で
配
布
（
一
人
１
枚
）
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

三
月
の
行
事
予
定 

十 

一 

日
（
金
）
運
営
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 

５
部
会
合
同
部
会 

十 

五 

日
（
火
）
東
郷
学
園
義
務
教
育
学
校 

卒
業
式 

十 

六 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分
～
１５
時 

十 

七 

日
（
木
）
東
郷
幼
稚
園 

卒
園
式 

三 

十 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分
～
１５
時 

  
 

 

今
後
の
行
事
予
定 

四
月
一
日
（
金
）
自
治
会
関
係 

新
年
度
役
員
名
簿 

提
出
締
切 

六
日
（
水
）
東
郷
学
園
義
務
教
育
学
校 

入
学
式 

★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

ア
ミ
テ
ィ
１３
時
３０
分
～
１５
時 

あ
す
な
ろ
会
部
会 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

１９
時 

七
日
（
木
）
総
務
部
会 

 
 

 

東
郷
公
民
館 

ホ
ー
ル 

 

１９
時 

青
少
年
育
成
部
会 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

１９
時 

八
日
（
金
）
健
康
福
祉
部
会 

 

東
郷
公
民
館 

ホ
ー
ル 

 

１９
時 

 
 

 
 

 

地
域
づ
く
り
部
会 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

１９
時 

 
 

十
日
（
日
）
役
員
会 

 
 

 
 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

９
時
３０
分 

地
区
コ
ミ
代
議
員
総
会 

東
郷
公
民
館
ホ
ー
ル 

１０
時 

十 

七 

日
（
日
）
薩
摩
川
内
市
自
治
運
営
説
明
会 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

１４
時 

二 

十 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分
～
１５
時 

二
十
二
日
（
金
）
青
少
年
育
成
部
会 

東
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

１９
時 

地
区
コ
ミ
講
座
に
参
加
し
て
元
気
度
ア
ッ
プ
ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う 

斧
渕
地
区
コ
ミ
で
は
、
令
和
４
年
度
の
地
区
コ
ミ
講
座
受
講
生
を
随
時
募
集 

し
て
い
ま
す
。
健
康
維
持
の
た
め
に
一
緒
に
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

・
お
の
ぶ
ち 

ら
く
ら
く
元
気
塾 

原
則
第
一
・
三 

水
曜
日 

 

・
ペ
タ
ン
ク
講
座 

 
 

 
 

 
 

毎
週
木
曜
日 

 

・
お
座
敷
ペ
タ
ン
ク
講
座 

 
 

  

 


